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１ 件 名 仮設プレハブリース ５ 一般事項 

（1） 本仕様書は、陸上自衛隊一部/総隊で実施する「仮説プレハブリース」について必要 

な事項を規定する。 

（2） 本仕様書及び設計図書等に記載のない事項については、「公共建築工事標準仕様書（建 

築・設備工事編）」「国土交通省営繕部監修（最新版）」による他、関係諸基準による。 

（3） 本仕様書と設計図書の記載事項に相違があるとき、明記されていない時、又は疑義を 

生じた場合は、すべて官側と協議する。 

（4） 技術上当然施行すべき事項については、請負者の責任において実施するものとする。 

（5） 現場の納まり、取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は官側と協議 

し、その指示により協議する。ただし、原則として請負金額の増減、工期の延長はしない

ものとする。 

（6） 本役務により発生した発生材は請負業者が関係法令に基づき適正に処分する。 

（7） 請負業者は現場代理人及び管理技術者を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画 

の作成、工程管理、品質管理及び施工に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、

常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事故防止に努めること。なお、設

置期間中の災害等対処は、請負業者が自らその責を負う。 

（8） 設計図書に示された機能及び目的を満たし、施工に当たって当然必要と思われる事項 

は請負業者の責任において実施すること。また施工中、既存施設等に損傷を与えた場合

は、請負業者の責任において復旧する他、損害を補償しなければならない。 

（9） 役務写真は着工前、完成後、隠蔽となる箇所、主要な工程段階の状況、その他官側の

指示により計測等を実施した箇所の写真を撮影し写真帳（Ａ４版）に整理して官側に提

出すること。また設置完了した場合は速やかに整理して官側に提出すること。 

(10) 設置に必要な電気・水道は、請負業者の負担により発電機、給水タンク等を設置する。 

やむを得ず官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者の負担によりメーターを設

置する。その支払方法は別に示す。 

 

２ 場 所 千葉県船橋市薬円台３－２０－１ 陸上自衛隊習志野駐屯地 

３ 概 要 仮設プレハブ ８連棟の設置、リース及び撤去 

（1） 内 訳 

項 目 規 模 数量 単位 備 考 

プレハブ （１ユニットサイズ２２００×

５６００を基準）８連棟３棟 

１ 式 各設備・土木工事含む 

電源供給  １ 式 一次側配線・二次側配線 

 

（2） 本役務の施工は契約後請負業者が図面及びプレハブ等配置予定図及び現場条件に基づ 

き調査・設計を行い、必要な設計図書等を作成、官側の承認後、着手する。 

（3） 基礎仕様の検討及び計画通知等の関係法令手続きは請負業者が行うものとし、特定行 

政庁及び消防署への申請・検査手続料は請負業者の負担による。 

（4） 請負業者は、完成検査（中間検査を含む）において、特定行政庁（建築主事等）が求 

める検査に必要な資料等を用意する。 

（5） 土木工事、建築工事、電気工事及び設備工事共に同じ。 

（6） 契約後請負業者は、事前に担当者と現地を確認し、工事工程・内容の協議を行うもの 

とする。 

（7） 請負業者は設置役務期間中、火災保険等に加入するものとし、証券の写しを官側に提 

出する。 

（8） リース期間中の火災及び天災による施設の滅失・殷損による修繕は官側と協議する。 

 

 

 

４ 期 間 

（1） 設置期間：契約締結日～令和８年１０月３１日まで（細部期間は官側との調整による。） 

（2） リース期間：設置完了日から令和１１年３月３０日まで 

（3） 解体・撤去：令和１１年３月２４日～３月３０日までの間で解体・撤去を実施する。

（細 

部期間は官側との調整による。） 
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(11) 色の選別は官側の指示による。 

(12) 本役務において、請負業者が設置者との設置請負契約を実施する場合は、着手後、速 

やかに施工体制を提示し、官側の承認を得ること。官側より是正を求められた場合は是

正して再提示すること。また、外国人建設就労者を役務に従事させる場合は、官側から

指示された書類を提出の上、官側から許可を得た後、役務に従事させること。 

(13) 本仕様書は、当役務関係者以外に貸出・複写・回覧させてはならないものとし、関連 

した情報が漏洩した際には、受注者が全て責任を負うこと。 

 

６ 特記事項 

（1） 全 般 

  ア 設計図書に示す寸法・諸元は標準とし設置現場に適合させ、事務所として使用す 

るために必要な建築・設備の性能を満たすものとする。 

  イ 現場は、作業員以外の人員が立入りしないような処置を講じるとともに、資材等の 

管理を行うこと。 

  ウ 官側の手続きの事情により現場着工時期が遅延した場合、意義を唱えないこと。 

（細部は官側の指示による。） 

（2） 基礎様式の検討 

  ア 基礎様式は、特定行政庁等の基準を満たす構造とする。 

  イ 基礎工事において、地盤改良が生じた際は別途官側と協議するものとする。 

（3） 土木工事 

雨水排水は既設の雨水側溝までの流れを考慮すること。 

（4） 建築工事 

  ア 仮設ハウス本体は請負会社の標準仕様とし、プレハブ又はユニットハウスとする。 

  イ 壁材は芯材にウレタンフォーム等断熱性がある物を使用するものとする。 

  ウ 入口及び窓の数は、８連棟プレハブ教場に各４箇所設置すること。（細部位置は平面 

図による） 

  エ 各入口及び窓にはカーテンレール及びカーテンを設置することを基準とする。 

  オ 各窓には網戸を設置すること。 

  カ 各室の天井の高さは２．４００ｍｍ以上を基準とすること。（細部不明な点は官側に 

確認すること。） 

  キ 各入口は鍵を設置し、それぞれ違う鍵とする。また予備鍵を４本用意する。 

 

（5） 電気工事 

  ア 変電設備は請負者が準備するものとし、近傍の電力柱から電力を供給するものとす 

る。 

イ 変電設備は、柵等の囲いを設置し、不用意に立入りが出来ない処置をするものとす 

る。 

  ウ 配線は一次側配線、二次側配線共に請負業者で実施するものとし、細部は官側と調 

   整の後決定する。 

  エ ケーブルは人が触れる範囲については保護管等を設置し、安全に留意する。 

オ 使用する配管及び器具類は、ＪＩＳ規格品を使用し隠蔽部での接続は、接続箱の中 

で行い絶縁を確実に行うものとする。 

カ 分電盤内には遮断機を設置する。 

キ ８連棟のプレハブに室内照明設備は２４箇所の照明を設置する。 

ク ８連棟のプレハブ内に、２口コンセントを１６箇所以上の設置を基準とする。 

ケ 空調機用のコンセントは、空調機設置位置にそれぞれ必要なコンセントを設置する。 

コ プレハブ設置の南側に、洗面及び洗濯場の配電を合わせて実施するものとし、細部 

は官側の指示を受けるものとする。 

（6） 設備工事 

  ア プレハブ各室には、換気設備を設けること。 

  イ 空調機については、８連棟に２００Ｖ３馬力を４台設置すること。（細部は設計図書 

による。） 

  ウ 空調機設置後、機能点検等を実施し、官側の確認を得るものとする。 

（7） 消防設備 

プレハブに必要な消防設備は、請負業者が所轄消防署と調整するとともに請負業者の 

負担において設置する。 

（8） その他 

  ア 各種作業の際、既設構造物等を損壊させないように留意し、適切な作業を行うこと。 

  イ その他施工は設計図書のとおりとし、細部については５項（2）に示す仕様書のとお

りとする。また、疑義が生じた場合には官側と協議したうえで施工する。 
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７ 監督及び検査 

  監督及び検査は一般仕様書に基づき実施するものとする。 

 

８ その他の事項 

（1） 駐屯地内での統制事項 

請負業者は、駐屯地内において法令及び駐屯地規則を遵守し行動しなければならない。 

  以下に代表的な遵守事項を示すほか、細部は官側の指示に従わなければならない。 

  ア 駐屯地内への立入り 

    駐屯地規則に基づき所要の手続きを実施し、駐屯地司令等の許可を受けるものとす 

る。 

  イ 請負業者は、駐屯地内において役務履行で必要な場所以外への立入りは行わないほ 

か、細部は官側の指示に従うものとする。 

  ウ 請負業者は、駐屯地内で知り得た情報について、第三者に漏らしてはならない。 

  エ 請負業者は、駐屯地内における写真撮影について契約役務について必要な場合及び 

内容のみとし、官側の許可を得るものとする。また写真、フィルム及びデータについて

は、官側へ提出後完全に消去し、保管しないものとする。 

  オ 請負業者は、役務関連データについて、ファイル交換ソフトがインストールされて 

いないパソコン等を使用するものとし、必要書類の提出後、当該データを消去し、当該

データを保持しないものとする。 

（2） その他 

  ア この仕様書に記載されていない事項で、関係法令上、当然実施しなければならない 

事項については、請負業者が関係法令等に基づき実施するものとする。その際、疑義 

が生じた場合は、官側と調整のうえ指示を受けるものとする。 

  イ 役務中各施設に損害を与えた場合は、請負業者の責任において復旧するものとする。 

また、第三者に損害を与えた場合は、請負業者の負担において保証するものとする。 
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プレハブ設置地域図 
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